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て

駒
　
井

義

明

　
両
紀
百
四
十
年
頃
を
中
心
こ
し
て
（
印
ち
後
漢
時
代
に
）

生
存
せ
る
エ
ヂ
プ
ト
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
プ
ア
の
数
學
者
・

天
文
學
者
・
地
理
學
者
こ
し
て
有
名
な
る
Ω
磐
魯
猛
℃
痘
甲

ゴ
多
2
ω
の
著
書
に
東
方
に
關
す
る
入
営
の
地
理
書
あ
り
。

中
に
、
此
地
理
書
の
最
東
方
な
る
シ
ナ
イ
國
ご
閣
聯
し
て

カ
チ
ガ
う
な
る
港
あ
り
て
、
そ
の
位
置
、
後
漢
時
代
西
方

入
の
東
方
に
撫
す
る
地
理
的
知
識
の
範
幽
を
定
む
る
も
の

ε
し
て
早
く
よ
り
問
題
こ
な
れ
り
。

　
さ
て
此
の
カ
チ
ガ
ラ
が
今
日
の
何
れ
の
地
な
る
か
に
っ

5
、
・
て
は
洋
人
の
解
繹
を
施
せ
る
者
甚
多
く
從
っ
て
又
異
説

紛
々
だ
る
も
の
あ
れ
ざ
草
聖
な
ら
ざ
る
が
如
し
。
こ
れ
別

に
こ
、
に
愚
説
を
た
つ
る
所
以
な
り
。
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、
直
入
O
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円
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①
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ヨ
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o
ユ
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馨

に
撃
て
プ
ト
レ
ミ
イ
地
理
書
を
佛
鐸
せ
し
が
、
今
之
に
よ

り
新
に
カ
チ
ガ
ラ
港
の
位
観
を
考
定
せ
ん
。
今
年
書
の
プ

ト
レ
ミ
・
イ
原
文
豊
中
よ
リ
カ
チ
ガ
ラ
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關
す
る
繹
文
を
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せ
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次
の
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。
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以
上
の
一
文
蓮
ぶ
る
所
を
圖
示
す
る
に
下
の
如
し
。

　
さ
て
ゲ
ジ
ニ
　
O
民
乱
氏
は
そ
の
著
図
Φ
鴇
錠
。
冨
9
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

℃
8
す
ρ
膏
、
ω
O
o
o
α
q
窮
覧
屠
　
に
於
て
黄
金
宇
島
を
馬
來
孚
島

に
、
又
バ
ザ
イ
を
西
貢
の
西
北
ト
；
ペ
イ
町
↓
ひ
も
①
二
氏

の
墨
書
二
一
八
頁
）
に
比
定
せ
b
。
こ
の
比
定
は
正
鵠
を

得
た
る
如
く
、
馬
験
宇
島
の
重
な
る
シ
ャ
ム
澱
ば
支
那
に

て
は
金
将
大
溝
ご
欝
へ
ら
る
（
通
典
に
見
ゆ
）
。
此
等
の
諸

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
雑
　
纂
…
　
カ
チ
ガ
ラ
に
つ
い
て

比
定
を
前
提
こ
し
て
今
コ
エ
ー
ド
氏
の
佛
諜
プ
ト
レ
、
、
、
イ

　　　　　　　ム燃
ゑ磁丘　　　　／　臓

賎夕臨書lllitethkp
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ロ
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㍉
、
価
　
　
倉
噌

　
　
醸
（
霧
．
ラ

　
X

畠

る
な
る
が
某
郡
微
外
某
國
こ
し
て
外
醜
名
を
記
せ
る
事
に

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
九
七
（
四
噌
八
）

に
つ
き
考
ふ
る
に
シ

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

ナ
イ
郎
ち
南
部
支
那

に
於
て
後
漢
碕
代
そ

　
　
　
む

の
首
府
ご
．
呼
ば
る
、

は
、
明
に
今
臼
の
廣

東
即
ち
秦
漢
以
後
の

」
爾
海
…
事
た
り
。
故
に

そ
の
西
南
に
あ
り
て

ふ
カ
チ
ガ
ラ
は
方
向

上
今
日
の
佛
領
安
南

の
漕
鐸
に
求
あ
ら
る

べ
き
は
蓋
し
生
し
難

き
が
釦
し
。

　
次
に
注
訟
忍
す
べ
き

は
航
後
漢
覗
習
よ
り
一
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
．



　
　
　
第
十
四
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
力
乎
ガ
ラ
に
つ
い
て

て
、
こ
れ
は
某
郡
を
経
て
某
國
が
朝
貢
す
る
こ
の
意
味
に

て
例
へ
ば
永
昌
微
外
野
國
ご
云
は
や
永
昌
郡
に
至
り
朝
貢

す
る
揮
國
の
意
味
な
リ
リ
か
く
考
ふ
る
蒋
後
漢
書
本
紀
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

は
南
螢
傳
等
に
例
多
き
は
、
多
く
の
南
壷
の
朝
貢
の
事
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

を
傳
へ
た
る
際
に
墨
書
日
南
微
外
某
攣
ご
記
せ
る
事
に
て

之
南
方
の
諸
璽
が
皆
縫
南
郡
を
経
て
朝
貢
せ
る
事
實
を
示

せ
る
な
り
○
今
菅
書
南
㈱
蟹
傳
を
見
る
に
林
邑
條
に
王
萢
文

の
嬉
嬉
の
原
因
を
叙
せ
し
所
に
初
（
臼
南
）
野
外
管
轄
、
嘗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

齎
黒
物
自
海
路
來
、
貿
二
貨
賄
…
、
而
交
州
刺
史
・
目
南
太
守

多
王
師
利
侵
侮
．
十
折
∵
一
二
こ
ご
、
　
：
；
：
ご
あ
る
は
琴
南
郡
が

南
璽
諸
幽
の
逓
賞
ハ
の
入
口
に
て
、
州
郡
の
導
入
が
利
を
貧

る
ほ
こ
所
謂
画
塾
（
實
質
は
邸
貿
易
）
の
繁
盛
な
る
を
語
れ

り
交
蹴
刺
更
ご
あ
る
は
疑
窮
瓢
太
守
が
砂
海
刺
史
の
下
に

立
て
る
故
．
…
て
、
目
畜
郡
の
事
を
主
こ
し
て
指
せ
る
は
勝

か
な
り
○
以
土
の
如
く
貸
南
郡
が
蓮
貢
の
入
欝
た
る
は
．
二

時
の
南
方
交
逡
が
海
上
に
て
又
南
蟹
諸
國
は
多
く
海
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
ざ
れ
ば
支
那
に
來
り
え
ざ
る
故
港
を
意
昧
す
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
九
八
　
（
　
四
二
〇
）

さ
て
後
漢
書
代
の
目
南
郡
（
治
西
線
表
）
の
大
躰
の
位
概
は

今
謎
の
安
南
順
化
な
る
故
、
後
漢
時
代
の
南
攣
諸
園
の
豪

り
し
は
順
化
地
方
な
る
こ
ご
知
ら
る
、
な
り
。
（
唐
代
外
國

に
知
ら
れ
し
H
）
碁
ぎ
ひ
q
郎
ち
此
景
は
無
代
よ
り
日
南
郡
下

の
一
縣
に
て
こ
れ
は
今
縫
の
安
南
の
贋
南
地
方
な
り
）

　
さ
て
前
述
の
如
く
プ
ト
レ
ミ
イ
の
ヵ
チ
ガ
ラ
は
後
漢
時

代
に
於
け
る
贋
東
の
西
南
な
る
海
港
な
る
こ
ご
及
び
後
漢

時
代
に
南
蟄
の
家
朝
は
主
ご
し
て
目
南
郡
（
治
療
捲
縣
・
土

導
爆
粟
城
）
に
て
そ
の
位
概
又
』
贋
東
の
瞬
南
な
る
こ
ご
を

選
考
せ
ば
藍
雨
量
が
購
一
地
子
な
ら
ん
ご
は
蓋
し
後
漢
時

代
當
方
砺
の
大
勢
上
安
當
な
ら
ん
。
赦
に
愚
生
は
此
爾
者

を
同
｝
地
黙
ご
堀
4
7
へ
ん
こ
す
る
な
・
9
0

　
次
に
鷲
の
後
漢
時
代
の
萄
富
灘
聖
な
る
勢
州
縣
の
土
名

は
水
経
注
温
水
繍
に
よ
り
知
ら
る
、
如
く
蔑
粟
城
（
他
書

　
　
　

に
腿
栗
城
ご
あ
る
は
葬
な
う
）
な
る
が
孫
【
裏
な
る
支
那
名

総
は
土
音
λ
・
寓
せ
る
は
論
な
か
る
べ
し
。
さ
て
カ
チ
ガ
う

な
る
語
に
つ
い
て
は
、
愚
考
す
る
に
涯
粟
城
な
る
土
名
の



音
寓
た
る
べ
し
．
此
の
語
に
つ
い
て
9
貯
鼠
㏄
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ω
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O
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○
ユ
臼
μ
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ザ
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μ
鳥
Φ
♂
ゆ
臨
回

に
寝
て
¢
熊
蝉
は
二
「
頁
に
潟
9
蔓
ご
及
び
鷺
5
の
二
部

分
よ
り
成
立
す
ご
云
ひ
π
れ
ご
米
語
な
る
や
は
不
明
こ
せ

り
。
さ
れ
ご
思
ふ
に
，
α
q
9
箏
は
終
鉾
の
。
曙
を
興
味
す

る
舜
ひ
q
9
餐
の
略
に
て
譲
ρ
警
ご
は
漢
字
甚
粟
に
て
あ
ら

は
さ
れ
た
る
土
者
を
爲
せ
し
な
る
べ
し
Q
愚
生
は
し
か
信

ず
る
な
り
○
然
ら
ば
漢
字
旺
粟
を
以
て
め
ら
は
さ
れ
し
千

言
の
意
味
如
何
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ャ
ム

　
麗
粟
は
魑
及
び
粟
の
二
部
分
に
分
つ
べ
く
粟
は
占
語

（
師
ち
林
邑
語
）
魯
鼻
な
ら
ん
彦
・
ヨ
鼠
窪
簿
9
げ
舞
。
影

合
薯
の
占
佛
受
書
に
よ
る
に
占
語
穿
三
（
に
注
し
て
目
①
一
、
－

貫
○
〔
r
三
諭
9
鼠
　
ご
云
へ
り
。
邸
ち
人
工
の
丘
の
義
な
れ
ば

蓋
し
土
に
て
高
く
丘
飲
に
き
づ
け
る
城
秦
の
義
な
る
べ
し

塵
は
占
語
巨
に
て
丙
び
ヨ
卿
の
義
な
り
Q
即
ち
林
邑
入

が
ク
メ
ー
ル
入
を
呼
ぶ
名
書
な
り
Q
故
に
群
書
は
即
ち
ク

メ
ー
ル
人
の
丘
城
の
義
な
る
べ
し
。
之
に
つ
き
考
へ
ら
る

　
　
　
銘
十
四
巻
　
雑
纂
　
カ
チ
ガ
ラ
に
つ
い
て

る
は
後
漢
書
衡
螢
傳
等
に
見
ゆ
る
林
邑
の
始
魂
証
連
に
て

そ
の
姓
証
も
亦
蓋
し
ク
メ
ー
ル
入
の
鵠
な
れ
ば
な
る
べ
し

思
ふ
に
彊
粟
城
な
る
後
漢
時
代
の
日
南
密
密
た
る
両
捲
縣

（
或
は
憲
に
作
る
）
の
土
名
は
前
漠
武
帝
時
代
の
漢
人
擾
縣

以
前
、
疏
地
に
ク
メ
ー
ル
人
（
太
古
雲
南
方
面
よ
り
南
下

せ
り
ご
患
は
る
、
）
が
長
城
を
き
づ
き
し
に
よ
り
土
人
チ

ャ
ム
人
声
ち
林
選
入
（
南
方
よ
り
降
れ
る
）
が
ク
メ
ー
ル
人

の
丘
こ
し
て
よ
べ
る
に
よ
れ
る
な
ら
ん
。
愚
生
は
し
か
信

ず
る
な
り
。
此
地
が
形
勝
な
れ
ば
石
入
又
紫
雲
せ
し
な
る

べ
し
Q
廣
裏
城
の
結
構
に
つ
き
て
ぱ
水
纏
幕
無
水
城
に
詳

説
さ
れ
た
り
。

　
要
之
に
プ
ト
レ
ミ
イ
の
ヵ
チ
ガ
ラ
は
後
漢
時
代
の
日
南

郡
（
治
西
畑
縣
）
目
現
今
の
野
南
順
化
に
て
、
そ
の
土
名

穴
。
自
暴
ゐ
薦
鍵
9
帥
ち
「
ク
メ
ー
ル
人
の
丘
」
を
漢
人
寓
し

て
旺
粟
城
こ
し
洋
人
う
つ
し
て
溶
駐
蒔
9
窮
こ
せ
し
な
る

べ
し
Q
愚
生
は
し
か
信
ず
う
な
り
。

　
故
に
カ
チ
ガ
ラ
を
或
は
河
・
↓
内
に
或
は
廣
束
に
或
は
杭
州

　
　
　
　
　
　
銘
々
號
　
　
九
九
　
（
　
四
一
二
）



策
十
四
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雑
　
纂
　
　
カ
チ
ガ
ラ
に
つ
い
て

第
三
號
　
　
…
○
○
　
（
　
四
二
二
）

に
甚
し
き
は
ボ
ル
ネ
オ
其
他
に
求
め
ん
ご
す
る
古
人
先
輩

の
説
は
．
遺
憾
な
が
ら
從
ひ
難
き
が
如
し
G

　
後
詑

　
此
の
小
蒲
ば
一
咋
大
正
十
孤
年
十
…
驚
頃
に
稿
成
り
そ
の
十
二
月
東
大
卒

　
叢
論
丈
中
に
…
部
分
芒
し
て
提
緒
ゼ
し
も
の
な
り
。
患
師
藤
田
博
士
ぼ
昨

　
昭
和
二
年
史
學
大
倉
に
於
て
「
葉
訓
・
斯
調
・
私
訂
條
に
つ
き
て
し
な
る
講
演

　
中
に
於
て
叉
カ
チ
が
ラ
順
化
設
奄
設
か
れ
し
も
、
愚
生
ほ
博
士
芝
別
欄
の

　
考
識
に
よ
れ
り
。
是
鼓
に
箆
に
此
「
文
を
草
す
る
所
以
な
り
。

　
　
　
（
大
正
十
五
年
十
一
月
稿
昭
和
三
年
十
「
月
再
錐
）


